
 

リオ＋２０ 日本政府主催オフィシャル・サイドイベント 

Future Cities We Want –Linking and Spreading Sustainable Future Cities- 

実施要領案 

 

日時：６月２１日（木）１１:００：１２－３０ 

場所：リオセントロ Ｔ－９（収容人数１００名） 

 

【プログラム案】 

１１：００－１１：０５ 冒頭挨拶（５分程度） 

日本政府ハイレベル（政府代表団政務クラス） 

 

１１：０５－１１：１５ 我が国の取組紹介 

持続可能なまちづくりに関する我が国の取組を紹介（含む映像） 

※内閣官房（外部有識者？） 「環境未来都市」構想 

 

１１：１５－１１：５０ 共催機関によるまちづくりに関する取組紹介 

 想定されるプレゼン者（調整中） 

  グリーンシティ（ＯＥＣＤ） 上級政策顧問？ 

  アート・イニシアティブ（ＵＮＤＰ） パートナーシップ局？  

  エコ２シティ（世銀） 都市開発部マネージャー？ 

  アジア太平洋都市フォーラム（ＵＮＥＳＣＡＰ）環境開発部長？ 

  持続可能なまちプログラム（ＵＮ－ＨＡＢＩＴＡＴ）上級オフィサー？ 

  再生可能エネルギーとまち（ＩＥＡ）事務局次長アドバイザー？ 

   

１１：５０－１２：２５ パネル・ディスカッション 

環境未来都市のあり方，そのために必要な取組につき議論 

※モデレーター：外務省 

※聴衆からも発言や質問を求める全員参加型のディスカッション 

※パネリストとしてＵＮＣＲＤ，ＵＮＥＰ，ＩＣＬＥＩ，東京都等，プレゼ

ンテーターに加えて関係者が登壇。 

 

１２：２５－１２：３０ 「Future Cities We Want」の立ち上げを宣言 

 

サイドイベントに追加し得る要素（案） 

・地球の将来を担う児童・子供（日本またはブラジル）から「環境未来都市」として思い

描く絵を募集。サイドイベント会場に展示。優秀な作品に賞状授与? 

・環境未来都市ロゴマークの作成（協力枠組みに参加する主体のＨＰ等で共通のロゴマー

クを掲載）                             （了） 
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「環境未来都市」構想と世界との連携 

～日本における持続可能な都市づくりと世界への貢献～ 

内閣官房・横浜市・北九州市 

 

 

 

 

 

 

■セミナーの目的： 

「持続可能な都市づくり」、特に「環境・社会・経済の三つの価値を創造する人間中心

の都市」の実現をテーマとし、日本の「新成長戦略」に位置づけられた、国家戦略プロ

ジェクトである「環境未来都市」の概要、目指す姿、具体的な取組、海外連携の可能

性についての紹介を行い、海外への PR を通じて海外展開のきっかけを作る。 

 

■想定訴求対象者： 

各国政府・自治体関係者、各国メディア（セミナー後取材を受けることも目標としたい） 

 

■使用言語： 

日本語→英語、日本語→ポルトガル語への同時通訳 

 

■プログラム概要（90 分セミナー） 

プレゼン 1（15 分） 内閣官房：「環境未来都市」構想の概要と世界との連携 

プレゼン 2（15 分） 横浜市 ：横浜市の環境未来都市構想の特徴と海外連携 

プレゼン 2（15 分） 北九州市：同上 

 

パネルディスカッション（45 分） 

：環境未来都市の実現に向けた具体的な取組と海外協力の可能性 

 

 

 

 

 

Rio+20 内閣官房・横浜市・北九州市共同セミナー案 

日 時  平成 24 年６月 21 日（木）17:30―19:00 

場 所  ジャパンパビリオン（アスリートパーク内） 



 

■パネルディスカッション 

 

モデレータ ： 例えば IJES や JICA 等に依頼 

登 壇 者 ： 内閣官房、横浜市、北九州市、（両市と関連ある民間企業等） 

 

① モデレータ ：プレゼンを受けて、環境未来都市の取り組みの中で、特に低炭素社

会の実現への取組、海外協力の実績と今後の展開について具体的な事例の紹

介を促す 

 

② 横、北九、企 ：横浜市、北九州市、両市と関連ある民間企業の海外協力事例につ

いて紹介 

（5 分×4 事例＝20 分） 

③ モデレータ ：内閣官房に環境未来都市構想実現に向けた日本政府の役割につい

ての紹介を促す 

④ 内閣官房 ：政府の役割、支援等の紹介 

（5 分） 

⑤ モデレータ：今後の海外協力の在り方について意見を促す 

⑥ 横、北九、企：それぞれ考えを述べる 

（3 分×4 事例＝12 分） 

⑦ モデレータ：フロアからの質問を受ける（事前に仕込んでおく。海外機関、JICA、

IGES 等？） 

（2 人＝Q&A 含めて 8 分） 

⑧ モデレータ：まとめとして、（例） 

・自治体と民間が一体となって環境未来都市構想を進めていることが

わかった。 

・また環境未来都市の取り組みを海外においての持続可能な都市づく

り実現に向けて既に協力していることもわかった 

・今後さらに環境未来都市構想の実現に向けて協力していくために、相

手がどのような分野で、どんな技術、知識、ノウハウが必要とされてい

るかを把握して、よりよい関係を築いていくことが求められる。 

・今後とも、自治体、民間で取組を進めいただき、国もそれをサポートし

ていただき、世界で、「環境・社会・経済の三つの価値を創造する人間

中心の都市」が実現できるように期待します。 

・具体的な取組は、ぜひブースにてご確認してださい。 

以上 
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